
（1）「広報遠賀」

‘‘‘、、’‘’工“：　　　　3　2 ���、行第239号　完　‘・”・・・・冊…・ 

・：葦i・・1・：・…高書青ぷ詰 ��� ��．叫・一子，∵・誉崇高諾・．、．． 
声・・一・言　　　　一・一・・台・台・：・声・シ・ヾ◆‘‾　‘・i●・ヾ・；・持－ 

●　●●　●　●　● � � �・：・ �鴎絆；●●‘ ＿．＿・・・・・－′・、1・・一・、．．．工国鳥 ��：．嵩瀦・‥・・帯・： ∴：∴亡＝：コ∴ 

・持；・；・：・；． �‘：論調蓋雲：∴－÷ 
∴・ �� �� 

発行所　遠賀町役場∴∴∴繍欒　庶務課庶務係　　　印　刷　冷牢固印刷合資会社

∴ ��彰∴／窪÷ 濡 � �綴 

綴＼嘉 �∴∴；∴∴　∴ ＋ ．：●：言 　∴∵子 ��∴詰∴∴∴∴ 

醒ir／i／ 「∴∴∴∴∴∴∴∴　∴ 　　　∴∴ 　　　∴∵ 

∴ �　　　　i－ 困艦∴言霊霧謬膨義一i　／－複 

私達もきれいだけれどもこの花もきれいでしょう9　　3月18日撮影

今、思円小学校では生徒1人1鉢手づくり運動でヒヤシンスや水仙が咲き乱れ、い

いにわいが漂っています。生徒のみなさん、花のような美しい心を持って下さいね。

人のうこきは営繕書）
人　　口　　　13，460人（＋98）

兜　　　　　6．509人（＋37）

女　　　　　6．951人（＋61）

世群数　　　　3，684戸（＋　8）

転　　入　166　　　転　　出　　78

出　Ii　17　　　死∴∴亡　　7

（）内は前月　比

毎月1日は「省エネルギーの日」
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専門小学校屋内体育館新築
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静

光

園

敷

地

造

成

馳
／
5
（
上
別
府
）

●

木
守
地
区
学
習
等
供
用
施
設

強

／

8

～

5

5

／

3

↑
　
　
　
（
木
守
）

5
4
年
度
の
主
だ
っ
た
建
設
工
郭
を
写
実
で
追
っ
て
み
ま
し
た
。

工
郵
名
・
建
設
期
間
・
場
所
の
順
で
す
。

撮
　
影
　
3
月
1
4
・
1
8
円

ー
醒
写
真
で
見
る
5
4
年
度
建
設
事
業
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†新町強車線舗装新設

兜／8　－日蒐／9（新町）

＿遠賀中学校々舎増改築
馳／8　－55／3（別府）

新町線道路舗装　†
轍／8（新町）
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毎　月　1　日　は　「交　通　安　全　の　日」

団
体
哲
か
ん
が
い
排
水
路
事
業

馳
／
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－
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（
出
生
耕
）
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広
域
生
活
行
動
に
関
す
る
調
査
結
果
報
告

調
査
時
期

昭
和
塊
年
日
月
　
（
抽
出
に
よ
る
住

民
、
憩
識
調
査
に
よ
る
）

対
象
地
織
及
び
世
帯
数

中
間
市
（
0
0
戸
）

遠
賀
郡
各
町
（
各
4
0
戸
）

節
査
団
体
　
北
九
州
都
市
圏
広
域
行
政

推
進
協
議
会

●
遠
賀
・
中
間
地
域
の
結
果

別
表
の
と
お
り

生
活
環
魂
評
価
は
点
数
方
式
で
評
価

さ
れ
十
は
満
足
、
一
は
不
満
の
度
合

を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

（企画課）

図・中小
＝
中
間
市

営
＝
芦
屋
町

水
＝
水
巻
町

岡
＝
岡
垣
町

遵
＝
遠
賀
町

す
べ
て
の
県
民
が
交
通
安
全
思
想
を

高
め
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慮
づ
げ
ろ
こ
と
に
よ
り
、

交
通
郵
故
防
止
の
徹
底
を
関
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

運
　
動
　
の
　
婁

歩
行
者
、
特
に
新
入
学
（
圏
）
児
を
中

心
と
し
た
子
供
の
交
通
事
故
防
止

自
転
車
及
び
原
付
・
自
動
二
輪
車
の
交

交
通
事
故
を
な
く
す
福
岡
県
県
民
運

動
本
部
の
主
唱
に
よ
り
、
遠
賀
町
を
は

じ
め
県
内
1
1
0
剛
体
で
実
施
さ
れ
ま

す。点青
少
年
の
最
遠
運
転
の
絶
滅

安
全
運
転
管
理
の
充
実
と
安
全
連
結
の

確
保

通
事
故
防
止囲

通
学
路
を

実
際
に
歩
い
て
み
よ
う
／

新
入
学
児
を
お
詩
ち
の
お
母
さ
ん
は

学
校
の
行
き
帰
り
が
、
特
に
心
配
で
し

ょ
え
ノ
o

お
子
さ
ん
を
交
通
郵
政
か
ら
守
る
た

め
に
、
次
の
点
に
は
特
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

通
学
時
間
に
合
わ
せ
、
お
母
さ
ん
が

お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
通
学
路
を
何

回
か
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
の
う
え
で
、
信
号
の
見
方
や
正
し

い
韻
断
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
数
え
ろ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
同
じ
道
で
も
、
曜
日
や
時
間

に
よ
っ
て
、
車
の
姪
や
人
通
り
な
ど
交

通
状
況
が
変
わ
る
こ
と
も
、
あ
わ
せ
て
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自軽車を運転するときの停止、右・左折の合図

交通事故の相談は　　福岡県交通部故相談所（媒庁南別館1階）碍話092（771）4639

就
寝
前
に
翌
日
の
持
ち
物
を
準
備
さ

せ
、
当
日
忘
れ
も
の
な
ど
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
時
間
的
に
も
十
分
余
裕
を
も

っ
て
送
り
出
す
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す。
途
中
で
忘
れ
た
も
の
に
気
が
つ
い
て

あ
わ
て
て
取
り
に
戻
っ
た
り
、
遅
刻
し

そ
う
に
な
っ
て
急
い
だ
り
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

学
校
が
終
わ
っ
た
ら
、
寄
り
道
を
し

な
い
で
、
ま
っ
す
ぐ
帰
宅
さ
せ
る
よ
う

に
し
、
帰
宅
時
間
を
約
束
さ
せ
、
し
っ

か
り
専
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
を
防
止
す
る
と
共
に
、
痴

漢
防
止
の
う
え
か
ら
も
大
切
で
す
。

自
転
車
の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
、
思
わ
ず
ヒ

ヤ
ッ
と
し
た
こ
経
験
は
、
ど
な
た
に
も

一
皮
や
一
一
度
は
必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。

現
在
、
頂
本
の
自
転
堵
保
有
台
数
は

4
5
0
0
万
台
を
突
破
し
て
、
国
民
2

人
に
1
台
と
い
う
、
自
転
車
王
国
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
串
と
自
転
市
に
よ
る
人

身
郵
政
は
、
き
わ
め
で
高
く
昨
笹
1
年

間
に
1
0
0
7
人
の
生
命
が
失
わ
れ
て

お
り
、
7
0
才
以
上
（
2
3
2
人
）
が
1

位
で
、
2
枚
が
0
0
才
代
（
2
1
3
人
）

3
位
が
小
学
生
（
1
1
7
人
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
現
実
は
、
自
転
車
の
運
転
も
的

確
な
判
断
力
や
反
射
神
経
を
必
要
と
す

る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
‥
。

ま
た
、
自
転
車
に
も
右
・
左
折
・
館

山
す
る
時
の
合
図
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
ル
ー
ル
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ

，つo
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安全は家庭の中か　ら　し　つけから

今
捨
て
た
タ
バ

大
人
の
多
く
の
人
が
気
軽
に
「
タ
バ

コ
」
を
す
っ
て
い
ま
す
。
健
康
問
題
は

別
と
し
て
、
タ
バ
コ
の
温
度
が
1
0
0

度
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人

は
、
少
な
い
よ
う
で
す
。
温
度
が
7
0

0
度
あ
れ
ば
、
簡
単
に
寝
具
、
カ
ー
テ

ン
に
燃
え
移
り
ま
す
。
し
か
も
喫
煙
者

は
、
軽
い
気
特
で
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て

コ
の
温
度
は

1

0

0

度

を
し
が
ち
で
す
の
で
、
火
災
原
因
の
上

位
に
入
っ
て
い
ま
す
。
先
日
も
、
郡
内

の
川
原
で
タ
バ
コ
に
よ
る
火
災
が
起
っ

て
い
ま
す
。
「
今
捨
て
た
タ
バ
コ
の
温

度
は
7
0
0
度
」
と
い
う
こ
と
を
再
認

識
し
て
タ
バ
コ
に
よ
る
火
災
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

昨
華
中
、
折
尾
轡
察
署
管
内
で
は
、

2
0
2
6
件
の
泥
棒
が
発
生
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
で
も
、
あ
き
巣
ね
ら

い
、
忍
込
な
ど
の
家
の
中
に
入
っ
て
現

金
や
品
物
を
盗
む
ド
ロ
ボ
ウ
が
、
6
9

1
件
発
生
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
侵
入

タ
バ
コ
に
よ
る
火
災
絶
滅
作
戦

○
灰
皿
の
あ
る
と
こ
ろ
で
吸
う
。

○
捜
タ
バ
コ
は
し
な
い
。
特
に
飲
酒

し
て
の
寝
タ
バ
コ
は
命
と
り
。

○
喫
煙
禁
止
場
所
で
の
禁
煙
を
守

る。

○
吸
か
ら
は
、
く
ず
か
こ
や
ダ
ス
ト

シ
ュ
ー
ト
に
は
絶
対
捨
て
な
い
。

○
灰
皿
の
吸
か
ら
は
水
を
か
け
て
、

消
え
た
の
を
確
か
め
て
か
ら
捨
て
る
。

○
く
わ
え
タ
バ
コ
で
動
き
ま
わ
る
＝

導
は
し
な
い
。

○
歩
行
中
の
タ
バ
コ
は
止
め
、
吸
か

ら
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

管
内
火
災
・
救
急
件
数

1
月
か
ら
2
月
ま
で

締
窒
水
巻
草
屋

○
灰
皿
は
大
き
め
の
も
の
を
使
い
必

ず
水
を
入
れ
て
お
く
。

○
ち
ょ
っ
と
の
用
謡
で
も
、
そ
の
場

を
は
な
れ
る
と
き
は
必
ず
消
す
。

火

災

一

〇

一

1

－

1

救
急
一
－
3
一
9
6

る
お
そ
れ

が
あ
る
殿
も
危
険
な
ド
ロ
ボ
ウ
で
す
。

こ
の
た
め
折
尾
警
察
署
で
は
殿
も
狙
わ

れ
や
す
い
午
後
2
時
か
ら
午
後
4
時
ま

で
の
時
間
帯
の
う
ち
午
後
3
時
を
「
防

犯
タ
イ
ム
」
と
決
め
寮
の
防
犯
連
動
を

展
開
し
ま
す
の
で
皆
様
の
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

侵
入
盗
防
止

あ
き
巣
ね
ら
い
や
忍
び
込
み
に
よ
る

彼
薯
を
防
く
た
め
に
は
、
次
の
こ
と
に

充
分
浅
葱
し
ま
し
よ
う
。

0
ち
ょ
っ
と
の
臆
守
で
も
必
ず
戸
締
り

を
す
る
。

〇
一
日
以
上
館
等
に
す
る
と
き
は
、
新

的
、
年
乳
な
ど
は
配
達
を
断
る
か
、
と

り
か
た
づ
け
を
近
所
に
頼
ん
で
お
く
。

○
出
入
口
や
窓
に
は
丈
夫
な
カ
ギ
を
つ

けろ。
〇
校
は
早
口
に
戸
締
り
を
し
、
玄
関
、

勝
手
口
、
風
呂
場
の
窓
な
ど
ね
ら
わ
れ

や
す
い
と
こ
ろ
は
補
助
錠
を
付
け
て
二

段
弼
え
の
声
締
り
を
す
る
。

○
絞
る
前
に
も
う
一
度
声
締
り
の
確
認

を
す
る
。

○
刃
物
な
ど
凶
器
に
使
わ
れ
や
す
い
物

誓
っ
た
鐙

お
く
。

暴
力
追
放

淡
と
秩
序
を
紙
祝
し
た
隷
力
師
犯
罪

は
対
立
抗
争
に
み
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、

ま
す
ま
す
激
化
し
刊
民
の
平
穏
な
生
活

を
脅
か
し
て
い
る
と
と
も
に
、
暴
力
は

平
和
で
楽
し
い
市
民
生
活
を
破
壊
す
る

段
も
憎
む
べ
き
犯
罪
で
す
。

行
楽
期
に
な
る
と
酒
の
う
え
で
の
暴

力
輩
件
が
多
く
な
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

チ
ン
ピ
う
、
不
良
グ
ル
ー
プ
の
巾
に
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
、
い
ん
ね
ん

を
つ
け
て
森
高
を
巻
き
あ
げ
た
り
暴
力

を
振
う
も
の
も
い
ま
す
か
ら
注
意
し
て

下
さ
い
。
ま
た
暴
力
団
は
、
と
博
債
権

取
立
て
、
用
心
棒
、
麻
薬
、
党
せ
い

剤
、
義
番
な
ど
の
不
法
行
為
を
し
て
、

資
金
源
と
し
て
い
ま
す
。

○
安
易
な
気
持
ち
で
債
櫛
取
立
て
や
、

用
心
棒
を
頼
ま
な
い
。

○
恕
力
闘
に
は
交
通
部
故
の
示
談
や
も

め
こ
と
の
解
決
を
頼
ま
な
い
。

0
暴
力
朗
の
資
金
源
と
な
る
覚
せ
い
剤

や
と
博
に
手
を
出
さ
な
い
。

○
わ
ず
か
な
被
薯
で
も
勇
気
を
も
っ
て

届
け
る
。

0
暴
力
剛
関
係
者
か
ら
借
金
し
た
り
暴

力
団
が
関
係
す
る
商
取
引
に
参
加
し
な

い
よ
う
に
。

呼
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抜かれてたまるか．′

⑲⑨⑤⑦⑥④④②②①
村石四二謹言町二柴篠泉
田　困　却　村∵奴頭村　田　柏原

暴走族を見たらナンバー控えて警察へ　諾諾意（3）0096

3
月
9
日
（
日
）
、
悪
天
候
で
開
催

が
あ
や
ぷ
ま
れ
ま
し
た
が
、
ス
タ
ー
ト

間
近
に
な
り
雨
も
上
り
、
参
加
者
は
申

し
込
み
の
3
分
の
1
程
度
で
し
た
が
無

郵
終
了
し
ま
し
た
。
成
級
は
次
の
と
お

り
で
す
。

兵
庫
（
別
府
）
1
分
3
3
秒

哲
夫
（
浅
木
）
1
分
3
4
秒

浩
幸
（
木
守
）
7
分
3
4
秒

辛
勝
（
鬼
津
）
1
分
躯
秒

政
尚
（
尾
崎
）
1
分
飴
秒

英
治
（
遠
賀
川
）
1
分
5
0
秒

靭
康
（
鬼
津
）
8
分
0
1
秒

罪
人
（
尾
崎
）
8
分
8
秒

恵
一
（
出
生
津
）
8
分
0
4
秒

黄
土
（
木
守
）
8
分
腺
秒

⑳
漠
⑫
吉
田

⑬
離
島

⑭
薬
⑯
大
場

⑯
薬
⑰
大
橋

⑯
園
田

⑬
福
山

⑳
山
下

⑳
吉
野

㊧
石
松

⑳
水
上

⑳
花
田

⑳
二
村

㊧
二
村

㊨
浜
田

⑳
松
井

⑳
村
田

⑲
永
尾

⑳
実
態

㊨
洞
原

⑳
安
藤

⑳
浜
田

㊨
横
手

㊨
藤
井

賞
博
（
広
漠
）
8
分
0
5
秒

東
関
（
今
古
賀
）
8
分
1
0
秒

港
（
血
生
津
）
8
分
1
4
秒

賢
治
（
鬼
洋
）
8
分
1
6
秒

克
彰
（
島
津
）
8
分
2
2
秒

敏
樹
（
鬼
津
）
8
分
2
8
秒

雅
志
（
今
古
賀
）
8
分
3
7
秒

崇
宏
（
今
古
賀
）
8
分
4
1
秒

賢
治
（
新
町
）
8
分
4
1
秒

魔
人
（
今
古
賀
）
8
分
4
8
秒

修
（
出
仕
洋
）
8
分
5
0
秒

和
美
（
上
別
膚
）
8
分
5
1
秒

龍
夫
（
喰
渡
）
8
分
5
1
秒

新
一
（
別
府
）
8
分
5
5
秒

け
い
（
鬼
津
）
8
分
5
7
秒

修
介
（
鬼
津
）
9
分
0
2
秒

間
映
（
広
漠
）
9
分
0
5
秒

滋
（
尾
崎
）
9
分
0
0
秒

雄
尭
（
木
守
）
9
分
1
2
秒

英
樹
（
松
ノ
木
）
9
分
2
4
秒

太
古
（
広
漠
）
9
分
3
7
秒

潜
諺
（
別
府
）
9
分
4
3
秒

浩
二
（
上
別
府
）
9
分
5
1
秒

酷
典
（
広
渡
）
9
分
5
3
秒

硲
人
（
東
町
）
1
0
分
0
0
秒

勇
（
広
渡
）
1
0
分
2
0
秒

⑰
輔
本
英
一
郎
（
広
渡
）
1
0
分
納
秒

⑳
秘
書
　
啓
吾
（
鬼
津
）
1
0
分
3
8
秒

⑲
小
川
　
真
吾
（
今
古
賀
）
1
0
分
4
3
秒

⑲
湊
　
政
昭
（
広
漠
）
1
0
分
節
秒

▼
女
子
（
2
キ
ロ
）

①
二
村
∴
清
子
（
鬼
津
）
8
分
1
4
秒

②
鍵
矢
　
神
子
（
新
町
）
8
分
1
5
秒

⑪
山
下
　
純
子
（
今
古
賀
）
8
分
4
3
秒

⑪
石
橋
　
美
保
（
別
府
）
9
分
0
7
秒

⑤
的
野
　
薬
子
（
新
町
）
9
分
1
2
秒

⑥
芳
賀
∴
順
手
（
浅
水
）
9
分
1
9
秒

⑦
下
川
　
陽
子
（
別
府
）
9
分
紗
称

③
町
頭
ゆ
う
子
（
尾
崎
）
9
分
5
2
秒

⑨
曽
木
　
嫌
乃
（
新
町
）
1
0
分
2
1
秒

⑲
園
田
　
鴫
紀
（
今
舌
頭
）
1
0
分
2
9
秒

⑪
亀
井
　
番
（
新
町
）
1
0
分
3
7
秒

⑫
水
上
　
瑞
惑
（
広
漠
）
1
0
分
5
0
秒

⑮
燐
嵐
　
山
紀
（
虫
佐
津
）
n
分
0
5
秒

⑭
吉
田
　
亜
紀
（
今
市
費
）
Ⅱ
分
1
5
秒

⑮
二
村
み
ち
子
（
鬼
洋
）
Ⅱ
分
2
7
秒

⑯
大
橋
∴
亜
紀
（
今
古
賀
）
n
分
秘
抄

▼
男
子
（
5
キ
ロ
）

①
原
田
　
　
誠
（
老
良
）
1
7
分
3
3
秒

②
久
保
　
徽
広
（
遠
高
教
）
1
8
分
0
7
秒

⑨
井
上
　
陳
美
（
遠
南
）
1
8
分
1
6
秒

③
小
川
　
恵
一
（
今
古
賀
）
1
9
分
5
2
秒

⑤
中
野
　
則
掌
（
遠
瑞
）
1
6
分
5
0
砂

⑥
別
田
　
芳
見
（
浅
木
）
2
0
分
2
7
秒

⑦
松
田
∴
鉄
男
（
遠
轟
）
2
0
分
4
2
秒

⑧
武
谷
　
嘉
桐
（
血
生
薄
）
2
0
分
5
5
秒

⑧
細
江
　
洋
樹
（
遠
高
）
2
1
分
5
0
秒

⑮
熊
田
　
潜
流
（
遠
高
）
2
2
分
5
1
秒

⑪
塊
∴
∴
僧
房
（
遠
講
）
2
3
分
2
7
秒

⑫
織
手
　
織
人
（
東
町
）
2
5
分
3
6
秒

▼
宣
言
タ
イ
ム
レ
ー
ス
2
キ
ロ

①
○
高
橋
　
突
刺
（
松
ノ
木
）
6
分
如
秒

②
●
二
村
　
兜
（
鬼
津
）
1
分
2
4
秒

④
e
田
城
一
二
悪
手
（
新
町
）
8
分
5
4
秒

④
●
田
中
　
次
郎
（
今
古
賀
）
9
分
1
6
秒

⑤
o
三
原
　
静
江
（
旧
備
）
1
0
分
4
2
秒

⑥
〇
七
部
恵
美
子
（
木
等
）
Ⅱ
分
0
7
秒

⑦
e
井
口
　
妙
子
（
鬼
洋
）
Ⅱ
分
5
0
秒

③
⑪
井
口
　
　
守
（
鬼
津
）
1
3
分
2
1
秒

⑨
○
河
内
　
太
助
（
千
代
丸
）
1
4
分
5
4
秒

⑲
⑲
柴
田
　
正
祭
（
今
市
靖
）
1
5
分
4
3
秒

⑪
∴
嵩
高
ト
キ
了
（
千
代
丸
）
1
7
分
g
秒

⑫
①
吉
田
　
梯
子
（
千
代
丸
）
1
8
分
0
7
秒

⑬
e
田
中
　
由
実
（
新
曲
）
1
8
分
3
2
秒

⑭
○
加
藤
∴
避
疎
（
今
盲
従
）
約
分
0
0
秒

⑮
⑲
間
代
ら
え
手
（
払
渡
）
2
0
分
0
0
秒

⑲
⑫
柴
田
マ
ツ
ノ
（
広
減
）
2
0
分
2
2
秒

▼
各
種
別
優
勝
者

・
小
学
生
C
男
子
山
下
広
大
（
今
古
賀
）

・
小
学
生
B
男
子
町
頭
政
尚
（
尾
崎
）

・
小
学
生
A
男
子
泉
原
兵
庫
（
別
府
）

・
中
学
生
男
子
　
小
用
恵
一
（
今
古
賀
）

・
中
卒
－
1
9
才
男
子
原
田
　
誠
（
老
良
）

・
2
0
才
～
2
9
才
男
子
　
久
保
徳
広

（違高教）

・
小
学
生
C
女
子
石
統
美
保
（
別
府
）

・
小
学
生
B
女
子
二
村
満
子
（
鬼
津
）

・
小
学
生
A
女
子
山
下
純
子
（
今
古
賀
）

・
責
－
呂
タ
イ
ム
レ
ー
ス一

村
∴
兜
（
鬼
津
）
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来必聞役10待
て　ず　鑑幼　時　月
下　木　　保（第
さ　人　　種　時　2
↓塞　室鰻亮
け　　　　守　4

取　　　　）　余
り　　　　　　唖
に　　　　　　　日

4月分減収予定表

吸取日l　大　型　車　汲　取　口　i　小　型　車　汲　敬　白

雷固くみ取。毅i月2向くみ取。家庭

30高木　　　　i鷺奮（酪（小鳥掛）

不要犬の引き寂りは、遠賀保健所　050（201）4161へどうぞ。

轡
懸
曝
饗
饗
擬
態
懸

予
防
接
種

▽
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と
B
C
G

▽
ポ
リ
オ
生
ワ
ク

（
急
性
灰
白
魔

炎）
∇
三
種
混
合
（
ジ

フ
テ
リ
ア
・
百

日
セ
キ
・
破
傷

嵐）

縁
4
月
4
日

（金）

老
良
公
民
館

0
1
3
時
釦
分
－
1
5
時

役
場
車
庫
前

不
用
犬
引
取
り
ま
す

0
1
0
時
～
Ⅱ
時
0
0
分

広
渡
公
民
館

不
用
犬
引
取
り
ま
す

0
1
3
時
釦
分
～
1
5
時

木
守
公
民
飴

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
が
あ
れ
ば
届
出
て
下
さ
い
。

◎
所
在
地
　
愛
知
県
尾
西
両
胸
関
学
残

堀
8
番
地

◎
名
∴
弥
∴
庚
申
寺
整
地

◎
届
出
期
限
　
昭
和
5
5
年
4
月
2
1
日

◎
届
出
先
　
庚
申
寺
　
愛
知
県
尾
西
市

開
明
字
賊
堀
2
7
番
地
の
1

電
話
0
5
8
6
（
4
5
）

6
8
’
－
－
i
D

大
型
ゴ
ミ
の
収
集
日
が

変
り
ま
す

4
月
か
ら
一
郎
の
地
区
で
収
集
日
が

変
り
ま
す
。

○
鹿
児
島
本
線
よ
り
北
側
地
区

毎
月
第
2
水
隅
H

O
鹿
児
島
本
線
よ
り
南
側
地
区

毎
月
第
1
水
曜
日
（
従
来
ど
お
り
）

繊
廿

母
子
手
帳
交
付
日

▽
交
付
日

▽
時
　
間

∇
場
　
所

▽
持
参
品

▽
そ
の
他

日
時
、
場
所
等
の
詳
細
に
関
し
て
は

「
広
報
3
月
0
0
白
骨
」
を
ご
覧
下
さ
い

犬
の
狂
犬
病
予
防
接
種

及
び
登
録

▽
日
時
及
び
場
所

4
月
1
日
　
0
1
0
時
～
n
時
0
0
分

（
火
）
　
　
鬼
津
公
民
館

不
用
犬
引
取
り
ま
す

0
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

今
古
賀
公
民
館

4
月
2
日
　
0
1
0
時
～
n
時
5
0
分

（
水
）
　
　
虫
生
津
公
民
館

不
用
犬
引
取
り
ま
す

0
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時

別
府
公
民
館

4
月
3
日

（木）

0
9
時
約
分
～
n
時

浅
木
公
民
館

不
用
犬
引
取
り
ま
す

O
n
時
5
0
分
～
1
2
時

∇
料
金
　
三
千
円
（
登
録
料
を
含
む
）

※
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

飼
い
犬
（
首
輪
付
犬
）
で
も
ク
サ
リ

に
つ
な
が
れ
て
い
な
い
犬
は
、
「
遠
賀

町
飼
い
犬
取
締
り
及
び
野
犬
捕
獲
に
関

す
る
条
例
」
に
よ
り
保
健
所
か
ら
謹
殺

・
捕
獲
さ
れ
ま
す
の
で
御
注
意
下
さ

い。

曲
間
W
T

老
人
模
診

4
月
か
ら
老
人
検
診
を
地
区
ご
と
に

巡
回
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
対
象
者
　
6
5
歳
以
上
の
方

▽
日
時
及
び
場
所

4
月
4
日
0
9
時
紬
分
～
n
時
0
0
分

虫
生
津
公
民
館

0
1
3
時
－
1
5
時

今
古
賀
公
民
館
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どの子にも愛を希望をし　あわせを

母
と
子
の
シ
リ
ー
ズ

遊
び
と
社
会
性
の
発
達

前
回
に
つ
づ
き
幼
児
も
3
歳
頃
か

ら
、
親
や
大
人
だ
け
で
な
く
、
友
だ
ち

と
遊
ぶ
こ
と
に
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な

り
ま
す
。
親
の
世
界
か
ら
他
人
の
社
会
へ
一
歩

足
を
ふ
み
入
れ
る
わ
け
で
す
。
こ
こ
で

幼
児
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
ま

す。
㈹
友
だ
ち
と
同
じ
気
薄
ら
に
な
っ
て

伸
よ
く
す
る
。
㈲
遊
び
の
ル
ー
ル
を
守

っ
て
自
分
を
お
さ
え
る
。
㈲
み
ん
な
と

協
力
し
た
り
、
み
ん
な
の
た
め
に
役
割

り
を
果
た
し
た
り
、
い
わ
ゆ
る
社
会
性

を
身
に
つ
け
ろ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

3
、
4
歳
頃
は
ま
だ
少
人
数
の
遊
び

で
す
が
、
や
が
て
人
数
も
ふ
え
、
遊
び

の
種
類
も
複
雑
に
な
り
、
集
団
佳
活
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ます。将
来
よ
い
社
会
人
に
な
る
た
め
の
基

礎
で
す
か
ら
、
ま
ず
親
自
身
が
よ
い
社

会
的
態
度
を
し
め
す
よ
う
心
か
け
、
幼

児
期
か
ら
そ
の
場
そ
の
場
で
の
社
会
道

徳
の
し
つ
け
を
つ
み
あ
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
安
全
で
自
由
に
遊
べ
る

場
所
そ
の
他
現
境
づ
く
り
に
親
ど
う
し

か
こ
ど
も
た
ち
に
協
力
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
　
　
　
　
社
会
教
育
課

☆
・
・
…
政
教
第
2
3
1
号
で
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
結
果
、
次
の
サ
・
・
…
－
☆

卒
…
・
－
ク
ル
か
ら
募
集
の
要
項
が
来
ま
し
た
の
で
希
望
の
サ
ー
ク
…
・
・
☆

☆
…
・
・
ル
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
余
暇
を
有
効
に
御
利
用
下
さ
い
。
　
…
・
・
☆

▽
場
　
所

▽
対
　
象

▽
月
　
謝

▽
申
込
先

遠
賀
町
道
場

小
学
校
1
鉦
∵
《
6
年
生
の

男
女
1

、

0

0

0

円

力
丸
守
孝

電
話
（
3
）
0
0
3
9

遠
賀
山
友
会
々
員
募
集

▽
例
会
日

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
会
　
費

▽
会
員
数

▽
申
込
先

毎
月
第
一
・
第
三
木
曜
日

遠
賀
町
公
民
館
別
館

年
令
・
性
別
・
経
験
を
問

わ
ず
毎
月
3
0
0
円

男
1
4
名
　
女
目
名

遠
賀
川
今
橋
番
居

館
諸
（
3
）
0
0
3
8

民
穏
教
室
会
員
募
集

▽
鎌
習
日

▽
時
∴
聞

▽
場
　
所

▽
対
　
象

▽
会
∴
貝

▽
申
込
先

毎
週
木
曜
日

1
9
時
～
2
1
時

遠
賀
町
公
民
館
別
館
広
間

年
令
問
わ
ず

5
名
遠
賀
川
　
原
田
芳
之
助

罷
話
人
3
し
く
旬
の
与
れ
i

郷
土
文
化
研
究

会
々
員
募
集

郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
心
ひ
か
れ
る

方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

行
謡
と
し
て
は
、
町
内
や
近
郊
の
遺

跡
巡
り
や
縄
奮
、
さ
ら
に
は
発
表
会
等

を
随
時
行
い
ま
す
。

▽
会
　
費
　
年
間
l
、
5
0
0
円

▽
申
込
先
　
出
生
津
吉
野
千
年

態
話
（
3
）
0
4
2
5

な
お
、
春
の
見
学
目
的
地
は
、
筑
後

地
方
古
墳
群
や
豊
前
求
替
捉
仏
教
遺
跡

な
ど
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

柔
道
ク
ラ
ブ
部
員
募
集

遠
賀
町
督
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
で
は
、

子
供
達
の
明
る
く
健
全
な
成
長
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

籠
▽
練
習
日
　
水
同
日
・
土
隔
日

∇
時
　
間
”
同
時
－
　
1

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

部
員
募
集

▽
練
習
日
及
び
場
所

火
曜
∴
島
田
小
学
校
体
育
館

金
岡
　
広
波
小
学
校
体
育
館

▽
時
　
閉
　
場
時
約
分
～
2
1
時
3
0
分

▽
会
　
費
一
般
　
　
l
、
0
0
0
円

高
校
生
以
下
　
5
0
0
円

∇
会
員
数
　
柳
名

▽
申
込
先
　
広
漠
∴
柴
田
博
彰

瑠
話
　
昼
（
3
）
0
1
9

1

枚

（

3

）

1

0

1

0

詩
吟
同
好
会
々
員
募
集

▽
練
習
日
　
毎
週
月
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
1
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

▽
会
　
費
－
毎
月
2
、
0
0
0
円

▽
申
込
先
　
遠
賀
町
役
場
内
葉
正
茂

詣
藷
（
3
）
1
2
3
4

琴
教
室
へ
の
お
さ
ぞ
い

初
心
者
も
歓
迎
致
し
ま
す
。

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日

▽
時
∴
間
　
1
8
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館
広
間

▽
対
　
象
　
年
今
闘
わ
ず

▽
会
　
員
　
5
名

∇
申
込
先
　
遠
賀
川
　
梅
田
典
子

解
語
（
3
）
1
2
3
8

「
遠
質
ク
ラ
ブ
」

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
募
集

▽
男
子
　
町
内
在
住
の
中
学
卒
業
以
上

の
方

▽
女
子
　
町
内
在
住
の
中
学
卒
業
以
上

～
2
9
才
ま
で
の
方

▽
主
婦
　
町
内
在
住
の
溌
2
5
才
以
上
の

既
婚
者

▽
練
習
日
時
と
会
場

男
子
　
水
曜
　
島
田
小
学
校
体
育
館

金
岡
　
忠
岡
小
学
校
体
育
館

女
子
　
月
曜
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

木
曜
∴
遠
賀
中
学
校
体
育
館

主
婦
　
火
曜
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

土
唖
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

い
ず
れ
も
1
9
時
～
2
1
時
5
0
分

▽
会
費
　
高
校
生

大
学
・
社
会
人

主
婦

▽
問
い
合
せ
先

（
男
子
及
び
女
子
）

簗
　
　
和
徳

（主郷）

金
屋
呑
板
子

辻
∴
∴
擁
了

昼

（

3

）

1

2

3

4

枚

（

3

）

1

5

2

5

（
3
）
　
3
6
8
3

（

2

）

1

1

1

4
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4月上期の遠賀町主要行事
日南 ��行　革　内　容 �時　間l難会場i担当課（係）名i目的及び主な対象等 ����僑∴∴宅 

1 �火 �狂犬病予防注射 �器i器 ��住民課惇離富み不用大輔取る ��詳細は 8ページ 
諌Ll。．車央公可住民課巨込者 ����詳細は 3／10号 

2 �水 �狂犬病予防注射 �器≡器轄禁住民課 ���犬予防者 �詳細は 8ページ 

3 �木 �狂犬病予防注射 �9．30－11．00 1330－1500 �塑 ＿宣皇金星壁＿ 役坦事由前 �住　民　課 �犬所有者 �詳細は 8ページ 

B　C　G　接　種 �受付 �中央公民館 �住民課i申込み者 ��詳細は 3／10号 

車 ��狂犬病予防注射 �詩誌臆案出民課南敵不用犬を引き取る ����詳細は 8ページ 
6 �日 �消防団春季町内総合 訓練 �9・00－16・0席坤庶務課i醜男黙鰊及び ���� 

8 �火 �入　　　学　　　式 �10・00－i繊畿 ��一∴ �� 
離。一同中央公瑚 ��住民課巨込み者 ��詳細は 3／10号 

9l水 ��乳　ガ　ン　検　診 �13・30－∴中央公瑚 ��住民課匡知者 �� 大型ごみ収集日 �午前 8時までに �搬出指定掲所 �住　民　課 �i鹿児島線より北側地区 � 

入　　学　　式 �io・00－　匡中学校 ��∴子∴・i ��「 l i 

十 ��心配ごと相談日 � �公民館別館 �福祉課i ��l I i 
老　人　会長会繊 �9・30一　層会言 ��福祉課l 

11 �「 †金 �母　子　手　帳交付 �10・00－車竺 ��　I 住民課辛尉 ��詳細は＿ 8ページ 受付 � �住胴巨込み者 ��詳細は 3／10号 

【 【 i ��定例教育委員会 �10・00－12・001齢曇館 ��学　務　諜 �教育委員 i � 

111金 ��韓白∴動車税 （定　期）納　期 �9・00－16・00中堅窓口 ��三三課上竺＿＿＿＿＿＿＿＿ �� 

25 �金 �固定資産税第1期分 納期 �9．00－16．00 �巨役室窓口 �税務課1所有者 

1年 ��春季 �9・00－17席捲 ��社会竺」鞘整金一ル協会 

ヰ ��民生児奮委員会 �9・30－　廟鈍重 ��栢i祉　課 �【 ） � 

1年 �� �13・30－15車木小戦 ��住∴属し課目浅木小学校児童 　） ��【 l 

昭和塊年度最終号の2、3両の特集の写真が間に合わず発行が遅れたことをお詫びいたします。さて、出来は

いかがでしたでしょうか。今後とも住民と行政を結びつけろパイプ役としての広報を今以上に密談したものとし

ていきますので、住民のみなさんの御協力をお願いします。なお、広報に関する御意見等どしどしお出し下さいo

お待ちしています。　　　　（編集部一同）

記事の見落しがないよう、すみすみまで良く読みましょう。


